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　田んぼや川、水路など、水辺は私たちの身近な自然の一つで
す。水辺には様々な生き物が暮らしており、水草も水辺の住人
です。身近にあるはずの水草ですが、きちんと観察したことが
ある人は少ないのではないでしょうか。水草を手に取って観察
するためには水辺に入らないといけません。普通の靴では水辺
に入れませんし、水辺に入ると身体が濡れてしまいます。多く
の人にとって物理的にも心理的にも水辺での自然観察はハード
ルが高いかもしれません。しかし、一度、水辺に入ってしまえば、
そこにはとても楽しい世界が待っています。思い切って飛び込
んでみてはいかがでしょうか。もちろん安全第一で！
　自然観察をする上で、見つけた生き物の名前を知ることは最
も基本的なことです。水草についての図鑑はたくさん出ていま
すが、ポケットに入れて野外で使えるような手軽なガイドブッ
クはありませんでした。このミニガイドは、関東から西日本で
見られる主要な水草を紹介し、みなさんの水草とのふれ合いを
少し後押しできるように作りました。このミニガイドを片手に
水草の世界をのぞいてみてください。
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　ミニガイドに出てくる水草の細く裂ける沈水葉たち。水中に沈んだ
葉の形を楽しむのは水草の醍醐味の一つ。

表紙の説明　大阪近辺の水草相をふまえて、「こんなため池に
出会えたらいいな」という理想のため池を描きました。
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水草とは？

　水草（水生植物）は、湖沼・ため池・河川などの水辺に生育す
る植物のことです。水際に生育する植物もいれば、水中に生育す
る植物もいます。水草の生育形は、以下の 4つに分けられます。

　水深などの生育環境にあわせて、生育形を変える種も多くいま
す。加えて、抽水葉と沈水葉を同時に出すなど、異なるタイプの
葉を同時に出す植物もいます（これを異形葉性といいます）。
　水辺と陸上の境界は不明瞭で、水草の定義は、人によって様々
です。本書では、一定の定義に従って日本に生育する水草をまと
めた『ネイチャーガイド 日本の水草』（角野 2014）に掲載されて
いる植物を水草と定義しました。その中から、関東から西日本で
比較的よく見られる水草 133 種類（名前だけ登場するものも含む）
に加え、車軸藻類 4種を収録しました。

抽水植物：根を地面にはり、茎や葉などの一部が水上にでる。　
　　　　　水深が浅い場所を好む。 
浮葉植物：水底にある根から茎や葉柄を伸ばし、葉が水面に展開
　　　　　する。浅くなく深くもない場所に多い。
沈水植物：植物体全体が水中に沈む。ただし、花や果実が水上に
　　　　　出る場合もある。水深が深い場所に多い。
浮遊植物：根を含む植物体全体が、水中、あるいは水面を漂って
　　　　　生育する。浅いところから深いところまで生育する。
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生育形と対応した水草の分布のイメージ図．浅いところから深いところ
かけて，概ね抽水植物→浮葉植物（浮遊植物）→沈水植物というように入
れ替わっていく．

抽水植物：①ヨシ，②オモダカ，③ガマ，⑤ミクリ，⑥コウホネ
浮葉植物：⑧ヒルムシロ，⑫ヒシ
浮遊植物：④ウキクサ，⑦イヌタヌキモ，⑨マツモ，⑪トチカガミ
沈水植物：⑩ミズオオバコ，⑬セキショウモ



水草の生える場所

　水辺といっても様々な環境があります。ここでは、水草の代表
的な生育環境を紹介します。多くの水草は、根が固着しやすい水
の流れがないか緩やかな環境を好みます。沈水植物にとっては、
透明度などの水質も重要です。
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①湖沼：特に広くて浅い湖沼には，
多くの水草が生える．

②ため池：国内に膨大な数がある
ため池は，水草の主要な生育環境
の一つ．

③水田：豊富な水草が見られる水
田は最近減っている．休耕田が水
草の良い生育地になることも．

④河川：流れの緩やかな川には，
水草も多い．

⑤水路：ちょっとした水路にも，
水草が生育することがある．

⑥海：海にも水草が生育すること
もある．本書には海に生える水草
は登場しない．



水草の調べ方

１．水草の生えている場所を探す
　水草がたくさん生えている場所を一から探すのは、たいへんで
す。初心者のうちは、大きな湖沼の沿岸やため池の堤防を歩いて
みるとよいでしょう。特に大きな湖沼では、様々な水草を観察で
きる可能性が高いです。
　なれてきたら、自分で水草の生えている場所を探してみましょ
う。一般に、遠浅で日当たりがよく、水の透明度が高い水辺に、様々
な水草が生育しています。市街地の中心にあるようなため池には、
水質汚濁や外来種の影響で水草があまり生育していません。

２．水草を採集する
　最初のうちは、長靴を履いて岸を歩いてみてください。手が届
かない場所に生えている水草を採集する時には熊手型の採集器が
あると便利です。熊手型の採集器は、釣り具店で購入できる「タ
モ網の柄」に「イガイ取り器」を取り付けることで自作できます。
また、訪れた水辺の様子を写真に撮っておきましょう。
　水辺は、常に危険が伴います。足元や周囲に注意しながら、で
きれば水草調査の経験者と一緒に必ず 2人以上で行動するように
しましょう。水辺は日陰がない場合も多いので、帽子と飲み物は
必須です。また、採集許可が必要な場所かどうかも事前に調べて
おくようにしましょう。

　水草がたくさん生えている湖沼を探す時に、インターネットの
空中写真閲覧サービスが便利です。水辺の場所がわかるだけでな
く、水面がうっすら緑色に色づいていると、水草が生えていると
判断できます。
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水草が豊富な山間部のため池 水草がほとんどない市街地のため池



３．標本をつくる
　採集した植物を持ち帰り、丁寧に観察した上で、標本として残
すことは大切です。標本を残しておけば、形態を再確認したり、
専門家に見てもらうことができます。標本の作り方については詳
しく知りたい人は、環境省のモニタリングサイト1000のwebペー
ジ（http://www.biodic.go.jp/moni1000/）に公開されている水生
植物調査マニュアルを参照してください。
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水草調査の道具．長靴，胴長靴，
防水カメラ，熊手型採集器，アン
カー型採集器，クーラーボックス．

標準的な水草調査の出で立ち．濡
れても大丈夫なように合羽を着用．
日差し対策の帽子も忘れずに．

アンカー型採集器による採集．岸
から離れた場所の水草も採れる．

水をよく切り，ビニール袋に入れ
て水草を持ち帰る．

大きな湖沼などではゴムボートを
使った採集をすることも．

偏光サングラスがあると水中の水
草の様子が良く見えるので便利．
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図鑑ページの見方

①科名、②和名および③学名　原則、文一総合出版の『ネイ　
　　チャーガイド 日本の水草』（角野 2014）にしたがった。掲
　　載の順序もこの書籍の順序にしたがったが、編集の都合で
　　順序を入れ替えたものもある。
④国内分布　図鑑に書かれている国内の分布を示した。
⑤開花時期　図鑑および著者らの観察記録にもとづきだいたい
　　の開花時期を示した。
⑥絶滅危惧ランクと特定外来生物　環境省の第四次レッドリス
　　トに掲載されている種類について、そのランクを示した。
　　また、外来生物法で飼育・栽培・保管・運搬が禁止されて
　　いる特定外来生物である場合、その情報を示した。
⑦生育形　2 ページで説明した水草の 4つの生育形について示
　　した。複数の生活形が頻繁に見られるものについては複数
　　のアイコンを載せた。
⑧在来種・外来種：どちらかを示した。
　在来種：その地域に自然に分布している生き物。
　外来種：人の活動によって自然の分布の範囲外に運ばれた生
　　　　　き物。
　これらの定型項目に加えて、解説文と写真で日本で見られる
水草の魅力をお届けします。本書で使われている写真は日本各
地で撮影されたものです。
　解説文では平易な用語を使うように心がけました。頻繁に出
てくる専門用語については語句説明で解説しました。分からな
い言葉がある場合は図鑑や辞書などで確認してください。

種の解説ページの定型項目の例

沈水
   植物

トチカガミ科

国内分布：北海道～沖縄
開花時期：8～ 10 月

準絶滅危惧種

ミズオオバコ

在来種

Ottelia alismoides (L.) Pers.

① ⑥

⑦ ⑧
②

④
⑤

③
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語句説明

一年草・多年草：種子から発芽し、１年以内に花と実をつけ、
　　全体が枯れる草を一年草、少なくとも２年以上生存して２
　　回以上花と実をつける草を多年草という。全体が枯れたよ
　　うに見えても、種子とは別に体の一部が休眠のための器官
　　（越冬芽・越夏芽など）になるものは、一年草ではなく多
　　年草である。
地下茎・根茎・塊茎：地下茎は地下にある茎の総称で、様々な
　　はたらきがある。地中で横に伸び、根を出して水底に固　
　　着する役割をもつものを根茎と呼ぶことがある。ウキヤガ
　　ラなどの，越冬するために肥大した地下茎を，塊茎と呼ぶ。
越冬芽・越夏芽：一般に、冬を越すための芽を越冬芽という。
　　本書では夏を越すための芽を越夏芽とした。
雌雄異株・雌雄同株：おしべとめしべが同じ株に混在せず別々
　　の株につくことを雌雄異株（しゆういしゅ）、同じ株に混
　　在してつくことを雌雄同株（しゆうどうしゅ）という。 
株立ち：根元から複数の茎がまとまって出ること。
花序：花が複数つくときに、花の集まり全体を指す。
花茎：花や花序をつけ、普通の葉をつけない茎。
苞：花序や花の基部にある普通の葉とは異なる形をもつ葉。
互生・対生・輪生・根生：茎の 1つの節に 1つの葉がつくこと
　　を互生、2つの葉がつくことを対生、3つ以上の葉がつく
　　ことを輪生という。茎の基部につき地面にまとまって葉が
　　広がることを根生という。
沈水葉：水中に広がる葉。気孔がないなど、水中での光合成の
　　ために特殊化している。一般的に繊細で薄い。
浮葉：水面に広がる葉。空気に接する表面と水中に接する裏面
　　で特徴が異なる。
抽水葉：空気中に広がる葉。多くの植物がもつ普通の葉と共通
　　した特徴をもつ。
葉鞘：茎をつつむように鞘状となった葉の基部。イネ科、カヤ
　　ツリグサ科、ヒルムシロ科の一部に見られる。
鋸歯：葉の縁などの器官にあるギザギザのこと。
近縁種：生物の進化や分類上、近い類縁関係にある種。
雑種：異なる種（亜種、変種）が交配してできたたもの。














